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１．はじめに 

技術支援先の研究室では。河川に生息する水生昆虫群衆をモニタリングすることで、河川環境の評価

を行っている。その評価指標として用いる多様度指数 H’を算出するためには、採集した水生昆虫の同定

が必須である。しかし、正確に同定を行うには、高い集中力と膨大な時間を要する。そこで、同定作業

時間の短縮を目指して、機械学習の一つである転移学習を用いて水生昆虫の画像認識アプリを制作した。 

２．転移学習による画像分類モデル構築 

学習済みモデルの一つである VGG16を用いて、分類器を入れ替える転移学習により学習モデルを作

成した。学習画像は、長年の調査によって得られた水生昆虫のサンプルを、実態顕微鏡にデジタルカメ

ラを取り付けて拡大画像を撮影したものを使用した。準備した画像のうち 80%を学習用、20%を検証用

データとして設定した。

３．GUIの実装 

誰でも簡単に操作ができるように、GUI操作による学習済みモ

デルを介した画像認識を行うため、Qt Designerを用いて GUIを

実装した。アプリの操作は、図 1の例のように、アプリ画面の「画

像セット」ボタンをクリックすることでフォルダ内の画像を選

択、「画像認識開始」ボタンをクリックすることで結果を表示する

ようプログラミングした。 

４．水生昆虫画像認識アプリの精度 

学習に使用した 10種類の水生昆虫について、各 10枚のテスト画像を準備した。制作したアプリを用

いて、1 枚ずつ画像認識を実行した。精度評価には、認識の成否とアプリに表示される精度を用いた。

結果は、ガガンボ・ヒゲナガカワトビケラ・ヤマトビケラのテスト画像については、90%以上の正解率

であった。しかし、その他の 7 種類の水生昆虫のテスト画像については、0～20%と低い正解率であっ

た。 

５．おわりに 

制作した画像認識アプリは、実用するには十分な精度を得ることができていない。そのため、即座に

実施可能な改善策としてトレーニングデータの見直しと再設定が挙げられる。より本格的な改善策とし

て、画像数を増やした再学習を行い、精度向上と実用性を追求する。画像収集に時間がかかるが、将来

的には信頼性の高いアプリが実現できる見込みである。今回の研究を通じて、転移学習による学習モデ

ルの構築方法と Qt Designer を用いて GUI を実装する方法を習得することができた。この知識・技術

を今後の業務に活用していきたい。
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図 1 画像認識アプリ使用例 
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